
雑

第
二
十
七
回
近
畿
外
科
集
談
合
同
漫
語

五

”H
H
V
 

民
川
勾
J

E
2
q
 

先

ム
近
畿
外
科
集
談
曾
も
二
十
七
回
を
重
ね
だ
ん
／
＼
椛
大
に
な
る
の

は
悦
ば
し
い
事
で
あ
る
。
此
曾
に
は
曾
長
も
許
議
員
も
何
ん
に
も
無

い
た

け・
－
業
時
限
り
の
世
話
人
其
時
限
り
の
曾
員
で
曾
が
潜
ん
だ
後
仁

残
る
も
の
は
演
説
討
論
の
内
容
だ
け
で
、
其
他
の
も
の
は
毎
曾
す
ぐ

に
消
え
て
了
ふ
。
た
す
正
に
「
外
科
」
ざ
い
ふ
も
の
、
興
味
の
震
に
同

好
者
が
寄
り
集
っ
て

一
日
談
や
る
の
で
、
気
の

つ
ま
る
様
な
仕
掛
け

が
一
つ
も
無
い
の
は
此
曾
の
特
長
で
あ
ろ
ふ
。

ム
日
本
に
あ
る
凡
て
の
皐
曾
も
レ
っ
そ
の
こ
さ
全
部
集
談
曾
式
に
愛

更
し
た
方
が
宜
し
く
は
あ
る
ま
い
か
。
財
開
法
人
さ
や
ら
で
な
く
て

も
、
い
か
め
し
い
曾
長
や
評
議
員
や
名
血
管
曾
員
な
ざ
い
ふ
も
の
を
揃

へ
な
く
て
も
、
皐
曾
は
立
振
に
成
立
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
其
の
質

例
は
近
畿
外
科
集
談
曾
で
わ
か
る
。
ま
た
「
曲
学
曾
し
の
事
業
ざ
し
て
優

秀
な
業
績
に
謝
し
て
皐
曾
か
ら
賞
金
を
出
す
な
ざ
も
、
其
質
は
そ
の

皐
者
や
そ
の
率
術
を
馬
鹿
に
し
た
話
で
あ
る
ο

「
異
の
血
中
術
」
ぜ
い
ふ

も
の
は
そ
の
様
な
筈
の
も
の
で
は
無
い
。
ぞ
れ
以
外
に
此
の
皐
曾
法

人
等
は
果
し
て
何
事
を
成
し
遂
げ
た
か
。

録生

二
六
附

（第
萩
就

二
六
四
）

ム
こ
の
様
な
こ
さ
を
述
ぺ
て
見
た
所
で
、
「
皐
者
」
ご
呼
ば
れ
る
も
の

大
多
数
いか
曾
長
だ
の
評
議
員
だ
の
座
長
だ
こ
さ
の
名
審
曾
員
だ
こ
さ

の
賞
金
だ
こ
さ
の
。
そ
の
様
な
も
の
を

一
生
一
代
ご
考

へ
て
居
る
聞

は
せ
ん
な
き
次
第
で
ゐ
る
。
併
し
吾
等
後
進
者
は
世
俗
を
超
越
し
、

た
Y
正
に
異
佃
の
皐
術
の
震
に
精
進
し
い
つ
も
葉
、
む
を
持
っ
て
皐
曾

に
も
臨
む
べ
き
で
あ
る。

そ
し
て
機
舎
を
見
て
「
皐
術
」
以
外
の
世
俗

的
事
項
を
全
部
廃
棄
す
る
こ
さ
を
心
掛
け
ね
ば
な
ら
向
。

ム
さ
て
演
題
の
順
を
逐
ひ
後
世
に
は
い
ざ
知
ら
や
営
座
自
分
の
頭
の

中
に
残
っ
て
居
る
も
り
に
就
て
、
脚
か
駄
一評
を
試
み
よ
ふ
。
妄
評
多

罪
は
前
以
て
陳
謝
致
し
置
く
究
第
な
り
。

六
、
人
型
結
核
菌
ニ
闘
ス
U
F

喰

菌

作

用

富

士

原

誠

一

（
イ
ム
ベ
ヂ

ン
現

象

其

ノ

一

）

山

凹

正

男

此
蕗
に
於
て
も
明
白
に
烏
潟
敬
授
の
「
イ
ム
ベ
ヂ
ン
」
現
象
が
立
謹

さ
れ
て
居
る
の
で
あ
る
。
而
も
全
く
無
関
係
で
同
じ
「
ア

Y

バ
イ
ト
L

を
行
ふ
て
居
る
林
茂
君
の
追
加
に
於
て
も
、
其
の
結
果
は
一
致
し
て

居
た
。
常
然
の
事
さ
は
言
へ
、
異
理
は
何
鹿
に
あ
っ
て
も
永
久
に
真

理
で
あ
る
。
併
し
日
本
仁
於
て
研
究
者
多
し
さ
雄
、
此
の
「
イ
ム
ペ

ヂ
シ
L

現
象
を
十
分
仁
追
試
し
た
人
の
無
い
の
は
一
健
ど
う
い
ふ
も

の
で
あ
る
か
。
本
邦
畢
界
の
恥
で
あ
ろ
ふ
さ
思
ふ
。



七
、
家
兎
及
ピ
犬
ノ
脳
背
髄
液
採
取
ノ
一
新
法

（

前

頭

穿

刺

法

）

大

橋

兵

次

郎

後
頭
穿
刺
法
に
刻
し
て
考
へ
ら

κた
も
の
で
あ
る
。
『
C
H

・－E
2戸

C
H
E
丘町

5
z
か
ら
注
射
針
を
穿
刺
し
∞
⑦
］

Z
Z
5
2
に
出
し
て
液
を
採

取
し
様
さ
云
ふ
の
で
あ
る
。
演
者
の
創
案
に
な
る
術
式
ざ
し
て
敬
意

を
表
す
る
が
。
此
を
人
間
に
鷹
用
す
る
に
は
ま
だ
／
＼
ら
し
い
。
努

力
一
番
を
要
す
る
。

八
、
各
種
襲
被
－
一
依
w
y

脳
洗
樵
ノ
貫
験
的
批
判

清
水
源
一
郎

前
頭
穿
刺
法
さ
後
頭
穿
刺
法
ご
を
行
ひ
、
雨
者
の
間
で
洗
樵
液
の

貫
流
を
行
ふ
の
で
あ
る
の
自
分
は
人
間
に
於
て
後
頭
穿
刺
法
の
安
全

仁
行
は
れ
得
る
事
を
み
て
居
る
。
而
も
前
者
も
人
聞
に
於
て
絶
割
安

全
に
行
は
れ
得
る
な
ら
ば
、
今
後
脳
膜
炎
等
の
療
法
に
一
つ
の
方
法

が
増
加
し
た
罪
で
あ
る
。
此
の
意
味
で
、
此
の
演
説
は
面
白
い
も
の

で
あ
っ
た
。

一
一
、
「
ス
ポ
ー
ツ
L

－一ヨ

Y

腔
骨
結
節
ノ
内
骨
折

e

貴
志
周
一
郎

曾
っ
て
本
誌
原
著
欄
で
、
赤
藤
事
士
が
費
表
さ
れ
た
刻
利
引
刈
u
h

劃
判
到
刈
f
f
u
y

氏
病
因
外
傷
説
仁
一
致
す
る
通
例
で
あ
る
。

一
八
、
「
ヨ
ク
チ
グ
ン
」
軟
育
繍
帯
ノ
珠
防
治
療
効
果

中

川

三

郎

局
所
見
疫
の
立
場
か
ら
「
コ
ク
チ
グ
ン
L
を
軟
膏
の
形
ぜ
な
し
て
、

殺
病
局
所
に
貼
布
し
そ
の
珠
防
治
療
的
償
値
を
接
表
し
た
お
の
で
あ

る
。
「
ヲ
ク
チ
ン
」
の
軟
膏
さ
「
コ
ク
チ
グ
シ
」
の
軟
膏
を
用
ゐ
て
雨
者

の
効
果
を
比
岐
し
、
後
者
の
造
に
前
者
に
優
っ
て
居
る
こ
さ
を
、
貫

験
動
物
（
海
狽
）
を
示
し
て
提
唱
さ
れ
た
が
、
兎
疫
元
が
角
膜
や
粘
膜

な
ら
ば
い
ざ
知
ら
令
、
表
皮
か
ら
も
吸
牧
さ
れ
て
先
づ
局
所
免
疫
を

殺
生
せ
し
め
得
さ
の
貫
読
は
注
目
に
値
す
る
さ
思
ふ
。
近
年
に
於
け

る
局
所
免
疫
の
主
張
さ
研
究
さ
は
殆
ん
ざ
同
時
代
相
互
無
関
係
に
本

邦
に
て
は
烏
潟
数
授
悌
幽
に
て
は
ペ
ス
レ

γ
カ
数
授
か
ら
脅
程
し
て

居
る
。
此
の
雨
数
授
の
指
導
を
受
け
た
中
川
氏
か
ら
此
の
如
き
費
表

の
あ
る
の
は
営
然
さ
思
は
れ
た
。

一
九
、
悪
性
腫
蕩
ノ
「
レ
シ
ト
グ
シ
L
深
部
療
法
ユ
就
－
ア

塚

原

仲

光

手
術
不
可
能
の
悪
性
腫
蕩
い
か
、
「
レ
」
線
の
深
部
療
法
で
治
癒
し
た

さ
云
ふ
多
数
の
例
が
示
さ
れ
た
。
「
レ
」
線
費
生
器
の
改
良
は
途
仁
現

今
の
偉
大
き
に
迄
達
し
た
課
で
あ
る
が
、
向
は
此
の
方
面
の
改
良
除

地
は
充
分
に
あ
ろ
ふ
さ
思
ふ
。
之
れ
に
つ
け
て
も
醤
皐
者
で
あ
り
、

物
理
皐
者
で
あ
る
人
の
出
現
が
必
要
で
あ
ろ
ふ
。
機
械
か
ら
使
は
れ

る
人
で
な
く
機
械
を
造
り
出
す
醤
皐
者
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
レ
の
で

あ
る
。手

術
不
可
能
の
悪
性
腫
蕩
が
「
レ
」
線
で
治
る
な
ら
ば
手
術
可
能
の

悪
性
腫
鹿
は
更
に
良
く
「
レ
」
線
で
治
る
筈
で
あ
る
。
然
る
に
欧
米
で

も
日
本
で
も
手
術
不
可
能
の
悪
性
腫
爆
を
主
ざ
し
て
「
レ
」
線
の
封
象

二
六
五

二
六
五
〉

（
第
出
眠
時
蜘



物
ざ
し
て
取
扱
ふ
の
は
抑
も
外
科
聾
の
怠
慢
で
あ
る
で
あ
ろ
ふ
か
。

ぞ
れ
は
果
し
て
何
事
を
一五
味
す
る
も
の
で
あ
る
か
。
外
科
轡
の
獄
省

を
要
す
る
貼
で
ゐ
る
。

二

一
、

心

臓

手

術

ノ

一

補

助

操

作

ニ

就

ア

角

田

博

動
物
質
験
の
報
告
で
あ
っ
た
が
ペ
2
5
2
2
2
弓
及
び

F
FE

E
tJ二
＝
「
を
「
ク

レ
ン
メ
」
で
止
め
全
身
の
血
行
を
一
時
停
止
せ
し
め

て
心
臓
内
に
外
科
的
侵
襲
を
加
へ
る
時
は
動
物
は
決
し
て
死
向
事
が

無
か
っ
た
、
さ
報
告
さ
れ
た
。
心
臓
外
科
は
今
後
の
面
白
い
題
目
で

あ
ら
う
が
、
平
煙
開
胸
術
さ
相
待
っ
て
初
め
て
笠
（
の
費
建
を
期
し
得

ぺ
く
、
雨
者
の
研
究
を
希
望
す
る
究
第
で
あ
る
。

二

二

、

稀

有

ナ

グ

胸

佐

内

異

物

ノ

一

例

宮

崎

松

記

自
殺
の
目
的
で
用
ゐ
わ
い
剃
刀
が
気
管
か
ら
左
胸
腔
へ
落
も
込
ん
だ

の
を
平
附
の
下
で
胸
肢
か
ら
取
り
出
し
、
市
も
四
十
五
時
間
の
長
い

間
開
放
性
気
胸
の
下
に
あ

っ
た
例
で
あ
る
。

平
腿
開
胸
術
の
絶
割
安

全
で
あ
る
事
は
阪
に
京
大
外
科
で
は
確
定
し
わ
い
事
貫
で
あ
る
が
、
も

し
も
此
の
手
術
の
際
に
異
側
袋
置
な
ど
を
使
用
し
七
な
ら
ば
多
分
そ

の
剃
万
を
取
り
出
す
の
に
傍
程
難
儀
し
た
事
さ
思
ふ
。
平
岡
四
開
胸
術

は
日
本
外
科
の
産
物
の
一
っ
さ
し
て
今
後
何
薩
で
も
さ
し

f
I遂
行

き
れ
る
で
あ
ら
ふ
。
国
産
奨
励
は
決
し
て
商
品
ば
か
り
さ
考
へ
て
は

な
ら
向
。

二

一

二

、

本

邦

婦

人

結

腸

ノ

形

態

的

研

究

本

田

稔

第
二
報
ご
し
て
三
百
例
の
本
邦
婦
人
N

字
朕
結
腸
の
形
態
を
レ
ン

一一六
六

（
第
菅
波

一
一
六
六
）

川
列
判
的
検
査
仁
依
つ
わ
い
研
究
費
表
で
あ
る
。
自
分
は
斯
る
多
数
の

例
に
捧
げ
ら
れ
た
大
な
る
努
力
に
敬
意
を
ょ
す
る
が
少
し
く
不
審
の

黙
を
持
つ

の
で
あ
る
。
演
者
は
之
の
形
態
仁
十
三
種
の
型
を
恒
別
し

た
。
而
も
其
の
聞
の
差
は
僅
か
な
る
姐
特
度
、
屈
曲
度
等
に
依
る
の

で
あ
る
。
元
来
が
生
組
問
内
の
、

そ
の
上
ご
－
乙
ニ
一

ん
器
管
で
あ
る
N
字

状
結
腸
を
μハ
一
聞
の
「
レ
」
線
検
査
で
十
三

に
別
け
に
事
は
無
理
で
な

か
っ
た
か
。
自
分
は
同
一
人
に
数
回
の
検
査
を
や
っ
て
み
な
げ
れ
ば

之
の
結
果
は
不
明
化
さ
思
ふ
。
却
も
或
る
附
は
I
塑
で
そ
の
究
に
は

V
型
に
な
る
事
は
あ
h
得
る
さ
思
ふ
。
況
ん
や
女
性
に
は
ぞ
の
位
置

形
態
に
可
成
り
の
特
異
性
含
有
す
る
内
生
殖
器
が
あ
る
の
だ
か
ら
、

盆
々
複
雑
に
な
っ
て
来
ゃ
し
な
い
げ
い
ろ
ふ
か
。
併
し
先
づ
十
三
種
の

型
が
あ
る
ご
し
て
、
さ
て
そ
れ
が
撃
の
皐
及
び
暑
の
術
の
上
に
如
何

な
る
意
義
を
持
つ
の
で
あ
る
か
を
知
り
た
い
も
の
で
あ
る
。

二

八

、

胃

切

断

端

縫

令

閉

鎖

法

－

一

就

ア

大

津

蓬

胃
切
断
端
を
閉
鎖
す
る
に
営
っ
て
先
づ
粘
膜
層

rげ
を
縫
合
し
、

其
の
上
に
紫
液
膜
筋
暦
断
端
の
縫
合
砂
－
行
ふ
さ
云
ふ
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
片
岡
氏
の
後
表
し
た
十
二
指
腸
断
端
閉
鎖
法
を
胃
断
端
仁
適
用

し
た
も
の
で
あ
る
。
一
寸
考
へ
る
さ
不
安
神
な
縫
合
の
一
様
で
あ
る
が

確
買
に
遂
行
出
来
た
ど
あ
る
か
ら
面
白
い
。
此
の
方
法
に
依
れ
ば
演

者
の
遮
ぺ
る
が
如
〈
、
従
来
の
方
法
に
於
て
の
様
な
除
八
？
の
「
断
端

部
」
の
捲
き
込
み
を
必
要
ご
す
る
事
が
無
（
、
従
っ
て
胃
痛
切
除
等

に
際
し
て
、
思
ひ
切
っ
て
切
除
し
再
建
部
が
少
く
な
っ
て
も
、
其
の



閉
鎖
に
閑
る
事
が
無
い
誇

r。
此
の
方
法
を
行
ひ
、
そ
の
上
片
岡
氏

十
二
指
腸
断
端
閉
鎖
法
、
更
に
昭
和
三
年
四
月
の
日
本
外
科
皐
曾
で

青
柳
皐
士
が
追
加
し
、
ま
た
前
回
の
本
集
談
舎
で
演
者
の
遁
ぺ
ら
れ

た
胃
腸
吻
合
法
を
併
用
す
る
時
は
、
胃
癌
の
根
治
的
療
法
を
行
ひ
得

る
範
園
が
蹟
め
ら
れ
た
さ
言
っ
て
良
い
の
で
あ
る
。
蓋
し
胃
腸
外
科

へ
の
一
貢
献
さ
言
は
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
せ
め
て
四
五
百
例
佼
此

の
手
術
例
を
集
め
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

二

九

、

膿

石

ノ

甑

血

手

術

方

法

ニ

就

ア

荒

木

千

里

「
ジ
ユ
ヅ
ヅ
タ
ン
ポ
ナ

1
Jア
」
を
行
ひ
、
主
（
に
依
る
癒
着
等
の
結
果

か
ら
惹
起
さ
れ
る
各
種
の
不
快
痕
肢
を
防
ぐ
目
的
で
「
ジ
ユ
ツ
ツ
タ

シ
ポ
ナ

1
デ
」
を
厳
し
、
大
網
膜
を
利
用
し
て
そ
れ
に
代
へ
且
つ
同

時
に
そ
れ
に
依
り
て
手
術
野
を
全
く
腹
腔
外
わ
ん
ら
し
め
る
一
皐
雨
得

の
方
法
で
あ
る
。
演
者
は
模
剤
引
を
用
ゐ
て
鮮
か
に
説
明
さ
れ
た
。
腹

腔
内
に
在
っ
て
偉
大
な
る
防
禦
力
を
有
す
る
大
網
膜
を
用
ゐ
て
の

「
タ
ン
ポ
ン
」
代
用
さ
隔
壁
造
成
さ
の
系
統
的
研
究
は
誠
に
妙
案
で
、

ま
だ
内
外
文
献
に
記
載
の
無
い
方
法
で
あ
る
。
一
寸
し
た
手
術
方
法

で
も
一
度
の
演
説
を
聴
い
た
だ
け
で
は
な
か
／
1
脈
仁
落
ち
か
ぬ
る

も
の
さ
見
b
る
が
、
此
の
演
者
は
討
論
者
に
封
し
、
自
己
の
論
貼
を

極
度
に
明
に
し
た
。
そ
の
御
蔭
で
そ
れ
を
傍
聴
し
て
ゐ
る
聴
衆
に
も

此
の
手
術
の
目
的
方
法
が
よ
く
判
明
し
た
ら
し
い
。
こ
れ
も
少
く
さ

も
四
五
百
例
位
集
め
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
は
一
人
の
力

で
は
い
か
ぬ
。
ま
た
十
年
も
二
十
年
も
努
力
を
績
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。

後
進
者
は
十
分
費
悟
せ
ね
ば
な
る
ま
い
。

三
九
、
小
腸
結
核
二
一
炉
、
ヶ
u
y

腸
切
除
術
－
一
就
－
プ

岩

永

仁

雄

結
核
篭
は
総
て
切
除
し
、
残
餅
健
全
部
を
吻
合
す
べ
し
、
ザ
」
説
か

れ
た
。
病
竃
の
二
、
三
の
聞
は
そ
れ
も
よ
い
で
あ
ろ
ふ
が
、
其
の
歎

が
多
数
に
登
っ
た
附
は
如
何
で
あ
ら
う
か
。
考
へ
て
み
な
げ
れ
ば
な

る
ま
い
さ
思
ふ
。
併
し
原
畿
性
の
病
竃
は
徹
底
的
に
切
除
す
る
さ
い

ふ
方
針
は
何
に
限
ら
や
賞
行
す
る
の
が
時
師
の
義
務
で
あ
乃
ふ
。

×

×

×

×

×

 

ム
此
の
他
に
特
別
講
演
さ
し
て
村
上
陸
軍
軍
関
串
校
数
官
の
「
済
南

ニ
於
ヶ

Y
戦
傷
患
者
－
一
就
ア
」
及
び
三
宅
博
士
の
「
胃
癌
切
除
成
績

－
一
就
ア
」
が
あ
っ
た
。

ム
身
戦
線
仁
あ
り
な
が
ら
、
斯
る
材
料
を
多
数
仁
集
め
、
そ
れ
を
よ

く
整
峨
し
て
系
統
づ
け
ら
れ
た
努
力
に
敬
意
を
表
す
る
が
、
自
分
は

此
薩
に
於
て
も
戦
争
の
惨
め
き
を
思
ひ
、
軍
留
の
う
も
か
ら
非
戦
論

者
が
出
な
げ
れ
ば
嘘
で
あ
る
さ
思
っ
た
。
併
し
好
邪
の
徒
が
詑
計
を
－

廻
ら
し
て
間
断
無
く
他
を
傷
害
す
る
仁
比
す
れ
ば
む
し
ろ
戦
争
の
方

が
正
々
堂
々
ざ
し
て
ゐ
る
様
に
も
思
ふ
。

ム
三
宅
名
血
管
数
授
の
「
胃
癌
手
術
ノ
成
績
－
一
就
－
7
L
の
演
説
に
向
つ
て

は
自
分
等
は
各
積
の
手
術
方
式
の
利
害
得
失
さ
か
或
は
数
授
濁
創
の

手
術
式
ご
其
の
成
績
さ
か
何
が
な
串
術
的
の
後
表
を
期
待
し
て
居
っ

た
が
、
そ
う
で
も
な
か
っ
た
の
で
惜
し
い
事
で
あ
っ
た
。

二
六
七

（第
安
時抗

二
六
七
）



A
本
年
の
皐
舎
に
於
て
奇
抜
な
接
表
を
し
て
も
、
そ
れ
は
軍
じ
そ
の

場
限
り
で
、
明
年
は
ま
た
別
の
方
面
に
走
b
前
の
接
表
を
知
ら
ぬ
椋

な
顔
を
し
て
居
る
人
も
あ
る
。
こ
れ
は
貫
仁
無
責
任
の
走
り
で
あ
る

ま
た
皐
術
研
究
は
二
年
や
三
年
で
全
部
賞
用
に
な
る
さ
も
限
ら
れ
て

屑
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
従
て
自
分
は
『
根
強
い
研
究
者
r

一一の
出
る
・
』
さ

を
希
望
す
る
も
の
で
あ
る
。

ム
此
の
意
味
で
自
分
は
此
の
出
話
仁
引
当
－
出
し
た
演
者
諸
君
の
健
康

を
祈
り
、
一
回
限
り
で
そ
の
「
－
7

1

7
」
を
棄
て
令
に
年
々
歳
々
同
一

の
つ
プ
！
？
」
を
奥
深
く
研
究
し
て
行
く
，
』
さ
を
市
・
頃
す
る
・
次
第
で
あ

る
。
串
術
研
究
に
向
つ
て
は
二
十
年
や
三
十
年
、
時
じ
は
五
十
年
で

も
百
年
で
も
そ
れ
は

k
v
一
日
の
如
き
も
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。

漫
語
多
罪
。
（
完
）

料
以
外
科
雑
誌
抄
議
舎

十
月
二
十
九
日
（
月
〉

午
後
七
時

於
地
帯
友
曾
館

演

題

一
、
手
術
的
E

慮
理
セ
ル
頑
固
ナ
ル
膝
骨
術
ノ
一
例

二
、
紅
門
接
非
疲
ト
慢
性
限
局
性
滋
疹
ト
ノ
外
科
的
療
法

三
、
高
度
＝
白
血
セ
ル
胃
償
蕩
忠
者
／
手
術
＝
就
イ
テ

問
、
山
東
住
民
＝
於
ケ
ル
勝
脱
結
石
ノ
症
例

五
、
乳
児
手
術
後
／
過
高
熱
及
ピ
ソ
ノ
原
閃

、
念
性
勝
山
鳳
炎
／
「
レ

ン
ト
ゲ

ン
」診
断

七
、
輸
尿
管
／
研
究

原
岡

貝

河問問策岸矢干｛

野内

一一六
八

二
六
八
）

（
第
索
時
抗

入

、

慢

性

胃

品

川

晴

樹

合

併

症

ト

ソ

ノ

慮

置

武

丸

、

勝

管

膜

繊

維

純

＝

就

イ

テ

中

一
0
．

貧

験

並

一

一

臨

床

上

ヨ

リ

凡

タ

ル

廠

桶

問

題

舟

二

、

慢

性

繊

維

的

認

脆

性

腹

膜

炎

ユ

就

イ

テ

板

一
二
、
吐
糞
症
死
闘
＝
閲
ス
ル

問

題

ノ

貧

験

的

研

究

八

一
三
、
ノ
イ
ミ
ユ

ヲ
l
、
オ

ラ
ト
l
ル
氏
／
「
ガ
ン
グ
ソ
オ
ン
L
1
1
術
式石L

L
 

佐藤

一
問
、
頭
部
手
術
－
一
於
ケ

ル
額
動
脈
貧
反
射
ノ
告
一
義

一
五
、
殺
前
期
ノ
組
織
損
傷
－
一
閥
ス
ル
貸
験
的
研
究

一
六
、
脳
服
務
ユ
封
ス

ル
「
レ
級
品
川
療

十
一
月
二
十
九
日
（
月
〉

午
後
七
時

演

題

君君君君 :lt君君

て
廻
腸
部
／
蛾
符
織
炎

ニ
、
移
動
性
十
二
指
腸
－
一
就
テ

三
、
同同
及
十
二
指
腸
品
於
ケ
ル
念
性
官
庁
孔

問
、
脳
震
湿
症
三
鳳
テ

一
力
、
綬
枇
薦
骨
間
「
オ
ス

テ
オ
ヒ
司
ン
ド
ロ
パ
テ
ィ

1
」

六
、
際
高
島
粘
膜
焼
灼
法
Z

就
テ

七
、
尿
道
下
裂
手
術
的
療
法

八
、
念
性
勝
山
鳳
炎
－
二
例
テ

九
、
鼠
煤
へ
ル
品
ア
植
地
後
＝
閥
ス
ル
考
察

観

察

放

行

談

由

十
二
月

二
十
日
（
月
）
午
後
七
時

演

題

て
骨
及
十
二
指
腸
品
川
市
珊
／
外
科
的
慮
置

関根 rLr野野I兵藤村川

茅
関榊 Jlrf/t高浅 rj1 藤洋

川
草野橋藤根立
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講

師
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岡
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貝

者



ニ
、
紅
門
指
約
筋
緊
張
度
ユ
就
テ

一一一、
牌
臓
露
腫
－
一
就
テ

凶
、
腎
／
巨
大
繊
維
腿
品
就
テ

五
、
盲
腸
炎
ト
臓
管
疾
患
ト
／
関
係

六
、
肺
ノ
異
物
性
膿
痕

七
、
慢
性
遺
体
性
水
腫

八
、
「
レ
ン
ト
ゲ
ン
」
像
－
－
依
ル
尿
道
狭
窄
及
破
裂
／
誇
明

九
、
持
後
性
血
尿
＝
就
テ

告E
Eヨ

入

曾

稲
岡
隠
八
幡
市
製
織
所
病
院

者

東
京
市
外
大
崎
町
下
大
崎
二
五
八

京
都
帝
岡
大
皐
境
問
学
部
外
科
教
室

同朝
鮮
京
城
府

責特
湖
}L 

居

援吉新赤稲内臓浅
回演佐狩

中藤野

英良銀直

文

穆
回生井悶富谷木間

報 君君若君君君君君

一0
・

淋

巴

性

斜

頚

嘉

海

一

て

腹

腔

内

＝

於

ケ

凡

異

物

ノ

運

命

中

村

一
二
、
主
ト
シ
テ
内
科
的
庭
園
血
ヲ
施
シ
タ
ル
臓
石
病
息
者
二
百
八
例
ノ
後
観
察

－

一

就

テ

今

津

一
三
・
切
除
シ
難
キ
宵
及
十
二
指
腸
潰
場
－
ご
於
ケ
ル
姑
息
的
胃
切
除
術
／
木
態

及

効

巣

康

瀬

一
…
問
、
胃
及
肺
結
核
治
療
＝
於
ウ
ル
刺
戟
原
ト
シ
テ
／
乾
燥
食
近
藤

君 君 君君君

牢

演
松
衛
戊
病
院

三

宅

幹

夫

脇

田

豊

前

回

和

三

郎

小

林

大

乗

波

多

腰

正

雄

松

島

茂

香
川
阪
善
遁
守
衛
成
対
院

東
京
市
制
谷
垣
慶
臆
病
院
幣
形
外
科

東
京
市
小
石
川
区
武
島
町
一

O

大
阪
市
住
吉
区
天
王
寺
町
店
潟
病
院

戦
山
浦
銭
啓
院

圭

二
六
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